
公聴会に関する条例、施行規則、開催要領の三段対照

環境影響評価条例 環境影響評価条例施行規則 福島県環境影響評価条例に基づく公聴会の開催要領

第４章 準備書
(準備書についての知事等の意見)
第２０条 知事は、意見概要書等の送付を
受けたときは、規則で定める期間内に、事
業者に対し、準備書について環境の保全の
見地からの意見を書面により述べるものと
する。

４ 第１項の場合において、知事は、準備 (公聴会の開催) （目的）
書について環境の保全の見地からの意見を 第２６条 条例第２０条第４項の公聴会(以下この条 第１条 福島県環境影響評価条例第２０条第４項及び第４２条に定める公
有する者の意見を聴く必要があると認める から第３３条までにおいて「公聴会」という。)は、 聴会について、福島県環境影響評価条例施行規則（以下「規則」という。）
ときは、規則で定めるところにより、公聴 関係地域をその区域に含む市町村の区域内において開 に定めるもののほか、開催等に関して必要な事項を定める。
会を開催することができる。 催するものとする。この場合において、当該区域内に

公聴会を開催する適切な場所がないときは、当該区域
５ 第１項の場合において、知事は、第２ 外において開催することができる。
項及び第３項の意見を勘案するとともに、
意見概要書等に記載された意見及び事業者 ２ 知事は、公聴会を開催しようとするときは、当該 （公告する事項）
の見解並びに前項の公聴会において述べら 公聴会の期日の１５日前までに、次に掲げる事項を公 第２条 規則第２６条第２項第６号に定めるその他知事が必要と認める事
れた意見に配意するものとする。 告するものとする。 項は、次に掲げるものとする。

(1) 公聴会の開催の日時及び場所 (1) 公述の申出がない場合には公聴会を開催しない旨
第９章 環境影響評価法との関係 (2) 事業者の氏名及び住所(法人にあっては、その名 (2) 公聴会の運営に関する事項
(公聴会の開催) 称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地) (3) 公述人が公述するために要する費用に関する事項
第４２条 法第２０条第１項の場合におい (3) 対象事業の名称、種類及び規模
て、知事は、法第１４条第１項の環境影響 (4) 意見を聴こうとする事項
評価準備書について環境の保全の見地から (5) 公述の申出に関する事項
の意見を有する者の意見を聴く必要がある (6) その他知事が必要と認める事項
と認めるときは、規則で定めるところによ
り、公聴会を開催することができる。 ３ 前項の規定による公告は、福島県報への掲載、関 （開催の周知の方法）

係市町村の公報又は広報紙への掲載その他適切と認め 第３条 公聴会の開催の周知は、規則第２６条第３項に定める公告のほか、
られる方法により行うものとする。 次に掲げる方法その他適切と認められる方法により行うものとする。

(1) 福島県ウェブページへの掲載
(2) 公聴会の開催場所（以下「会場」という。）等における掲示



４ 知事は、第２項の規定による公告をしたときは、
その旨を事業者及び関係市町村長に通知するものとす
る。

（公聴会開催のとりやめ）
第４条 規則第２６条第２項に定める公告後、次の場合には開催をとりや
めるものとする。公聴会の開催をとりやめた場合には、事業者及び関係市
町村長に通知するとともに、福島県ウェブページ等において周知するもの
とする。
(1) 公述の申出がなかったとき
(2) 天災等の特別な事情により開催が不能となったとき

(公述の申出) （公述の申出）
第２７条 公聴会に出席して意見を述べようとする者 第５条 規則第２７条に定める申出が郵送により行われる場合は、「公告
は、前条第２項の規定による公告のあった日から起算 のあった日から起算して１０日以内」の消印があるものとする。
して１０日以内に、次に掲げる事項を記載した書面を
知事に提出しなければならない。 第６条 規則第２７条に定める公述の申出の書面（以下「申出書」という。）
(1) 氏名及び住所(法人その他の団体にあっては、そ には、次の事項を追加して記載するものとする。

の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 (1) 公述の申出をした者が定員を超え、公述人に選定されなかった場合
並びに公聴会において意見を述べようとする者の において、傍聴を希望することの有無
氏名及び役職名)

(2) 公述の申出の対象である準備書の名称
(3) 意見の要旨

(公述人の選定等) （公述人の選定等）
第２８条 知事は、前条の規定により書面の提出を行 第７条 規則第２８条に定める公述人の選定は次により行うものとする。
った者のうちから、公聴会において意見を述べる者(以 (1) 選定する公述人の人数
下「公述人」という。)を選定するものとする。この １公聴会につき最大１５名までとする。
場合において、知事は、公聴会の円滑な運営上必要が (2) 公述人の選定方法
あると認めるときは、あらかじめ公述の時間を制限す 公述の申出が前項で定める人数を超えた場合は、次のとおり公述人
ることができる。 を選定する。

ア 環境の保全に関する項目について、準備書には記載されていな
い新たな知見等を有する者

イ 環境の保全に関する項目について、事業者の見解と異なる意見
を有する者

ウ 公述の申出をした者が多数であり、かつ環境の保全に関する項
目について同様な意見を有するとみなされる者があるときは、同



様な意見の種類ごとに分類し、各分類の中から居住地域を考慮し
て選定された者

エ 上記ア～ウにより選定しがたい場合は、抽選（抽選箱から番号
札を引く方法又はこれと同等の公正が確保される方法）により選
定された者

（公述の時間）
第８条 規則第２８条に定める公述の時間は、公述人数が１０名以下の場
合は一人につき原則として１５分、１０名を超える場合は一人につき原則
として１０分とする。

（公述の順序）
第９条 公述人に選定された者の公述の順序は、規則第２７条の申出を受
領した順とする。

２ 知事は、前項の規定により公述人を選定し、又は （公述人への通知）
公述の時間を制限したときは、その旨を前条の規定に 第１０条 公述人に選定された者に対する規則第２８条第２項の通知に
より書面の提出を行った者に通知するものとする。 は、次に掲げる事項を含めて通知するものとする。

(1) 公述人に選定された理由（複数の種類の意見を記載して公述の申出
をした者が公述人に選定された場合には、選定の対象となった意見の
種類）

(2) 公聴会の開催の日時及び場所
(3) 公述開始の予定時刻
(4) 公述の方法（第１４条から第１６条に定める事項）
(5) 公述人の遵守事項（第１７条に定める事項）
(6) 代理人による発言の制限（第２１条及び第２２条に定める事項）

（公述人に選定されなかった者への通知）
第１１条 公述人に選定されなかった者に対する規則第２８条第２項の通
知には、選定されなかった理由を付すものとする。

(公聴会の議長) （公聴会の議長）
第２９条 公聴会は、職員のうちから知事があらかじ 第１２条 規則第２９条に定める公聴会の議長は、福島県生活環境部環境
め指名した者が議長になって主宰する。 共生課長の職にある者をもって充てる。なお、議長に事故があるときは、

議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。

（議長の役割）



第１３条 議長は、公聴会の開会にあたり、次に掲げる事項を明確にする
ものとする。
(1) 公聴会の目的
(2) 公聴会の運営方法等
(3) 公述人及び傍聴人が遵守すべき事項
(4) 公述人の紹介
(5) 公述の指示

(公述人の陳述) （公述人の陳述）
第３０条 公述人は、意見を述べようとするときは、 第１４条 公述人は、出席に際し、規則第２８条第２項の通知書を持参す
議長の許可を受けなければならない。 るものとする。

第１５条 公述人は、陳述を開始する前に、議長の指示に従い、氏名及び
住所（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる
事務所の所在地並びに公聴会において意見を述べる者の氏名及び役職名）
を述べるものとする。

２ 公述人の陳述は、知事が意見を聴こうとする準備 第１６条 公述人は、次に定める方法により、誠実に意見及び見解を述べ
書についての環境の保全の見地からの意見の範囲を超 るものとする。
えてはならない。 (1) 規則第２７条に定める申出書に記載された意見の要旨に関連する内

容であること。
(2) 公述に際して、関連する資料を配付する場合は、事前に申し出るこ
と。なお、配付した資料は、議長に提出すること。

３ 議長は、公述人の陳述が前項の範囲を超えたとき （公述人の遵守事項）
若しくは第２８条第１項の規定により制限された公述 第１７条 公述人は、議長の指示に従うとともに、以下の事項を守らなけ
の時間を超えたとき又は公述人に不穏当な言動があっ ればならない。
たときは、その陳述を制止し、又は当該公述人の退場 (1) ゼッケン、たすき等の着用、旗・プラカード等を掲げる等の示威的
を命ずることができる。 行為をしないこと。

(2) 第１６条第２号の場合を除き、会場でのビラ等の配布はしないこと。
(3) 会場の施設管理者が定める管理規則に従うこと。
(4) 前各号に定めるもののほか、会場の秩序を乱し、又は運営の妨げと
なるような行為をしないこと。

(公聴会の秩序の維持) （傍聴人）
第３１条 議長は、公聴会の秩序を維持するため必要 第１８条 公聴会の秩序を維持するため、傍聴しようとする者の入場を次
があると認めるときは、傍聴しようとする者の入場を のとおり制限するものとする。この旨は福島県ウェブページ等で周知する



制限し、又はその秩序を乱し、若しくは不穏当な言動 ものとする。
をした者に対し退場を命ずることができる。 (1) 傍聴の申込

傍聴しようとする者は、開催期日の７日前までに、必要事項（対象
事業の名称、傍聴希望者の氏名・住所・電話番号）を記載した官製往
復はがき又は電子メールにより、福島県環境共生課あて申込むものと
する。なお、郵送による場合は、開催期日の７日前までの消印がある
ものとする。

(2) 傍聴人の定員
ア 会場の施設規模等を考慮して決定する。
イ 定員を超える傍聴の申込みがあった場合は、抽選（抽選箱から
番号札を引く方法又はこれと同等の公正が確保される方法）によ
り決定し、その結果を通知する。

ウ 傍聴の申込が定員に満たない場合は、当日の会場において、定
員に達するまで先着順に傍聴の申込を受け付ける。

(3) 傍聴券
ア 傍聴人には、あらかじめ傍聴券を交付する。
イ 傍聴券を所持しない者の傍聴は、原則として認めない。

（傍聴人の遵守事項）
第１９条 傍聴人は、議長の指示に従うとともに、以下の事項を守り、静
穏に傍聴しなければならない。
(1) ゼッケン、たすき等の着用、旗・プラカード等を掲げる等の示威的
行為をしないこと。

(2) 会場における発言に対して、発言を妨げるような行為、拍手その他
の方法により賛否を表明するような行為は行わないこと。

(3) 会場でのビラ等の配布はしないこと。
(4) 会場の施設管理者が定める管理規則に従うこと。
(5) 前各号に定めるもののほか、会場の秩序を乱し、又は運営の妨げと
なるような行為をしないこと。

（公聴会の撮影、録音）
第２０条 公述人及び傍聴人は、会場における撮影、録音について、運営
の妨げとならない範囲において行うことができる。

(代理人による発言の制限) （代理人による発言の制限）
第３２条 公述人は、代理人に意見を述べさせること 第２１条 公述人が欠席する場合において、事前に陳述の内容が書面で議
ができない。ただし、議長が特に許可した場合は、こ 長に提出されている場合に限り、議長の指名する者がその書面を読み上げ



の限りでない。 ることができる。

第２２条 代理人には、第１６条及び第１７条の規定を準用する。

(記録書の作成等) （記録書の作成等）
第３３条 議長は、公聴会の終了後速やかに、次に掲 第２３条 規則第３３条第６号に定めるその他公聴会の経過に関する事項
げる事項を記載した記録書を作成し、知事に提出しな は、次に掲げるものとする。
ければならない。 (1) 公述人の代理人が出席した場合には、その代理人の氏名及び住所
(1) 公聴会の開催の日時及び場所 (2) 傍聴者の人数
(2) 事業者の氏名及び住所(法人にあっては、その名

称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地)
(3) 対象事業の名称及び種類
(4) 出席した公述人の氏名及び住所(法人その他の団

体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主た
る事務所の所在地並びに公聴会において意見を述
べた者の氏名及び役職名)

(5) 公述人の陳述の要旨
(6) その他公聴会の経過に関する事項

２ 知事は、前項の記録書の提出があったときは、そ
の写しを事業者及び関係市町村長に送付するものとす
る。

附則
この要領は、平成１６年１２月２７日から施行する。
附則
この要領は、平成１７年２月７日から施行する。
附則
この要領は、平成２２年４月１日から施行する。
附則
この要領は、平成２４年４月１日から施行する。


